
宇宙地球物理学科 学科長
天文学専攻 専攻長 兒玉 忠恭 （こだま ただゆき）

物理系学科配属天文学教室個別説明会（Zoom；2020.6.24）

東北大学宇宙地球物理学科
天文学コース（天文学教室）

の紹介

17:00-17:05 学科長挨拶
17:05-17:40 各教員の研究紹介 （2~3分×13人）
17:40-18:00 Q&A



宇宙地球物理学科（天文学コース）
h"ps://www.astr.tohoku.ac.jp



天文学の研究方法

• 理論天文学（計算機コード開発を含む）
–物理学の法則に基づいて、天体現象の理論的理
解・予言を行う。

–純粋理論の構築、コンピューターシミュレーショ
ン、天体現象データの理論解析

©理研

Athena++
MHDコード©富田



天文学の研究方法
• 観測天文学（観測装置開発を含む）
–天体現象の観測、またはそのための望遠鏡、観
測装置の開発を行う。

–国内外の天文台（すばる望遠鏡、アルマ望遠鏡、
スペース望遠鏡など）を使った観測およびデータ
解析、自前の装置開発

©アルマ望遠鏡©すばる望遠鏡



東北大学 天文学教室

• 全国の大学で天文学教室（天文学専攻）を持つの
は、東大、京大、東北大の３つだけ。

– 理論天文学、計算機コード開発、
観測天文学、装置開発、の全てをカバー。
対象も、星、惑星、超新星、重力波、ブラックホール、

銀河系、系外銀河、銀河団、宇宙大規模構造など広くカ
バー。

– 系統だった天文学の総合教育。
– 日本を代表する研究機関、世界第一線の研究成果。

– 構成員も全国区、国際色も豊か。





素粒子・原子核・天文・宇宙研究の密接な連携
国際プロジェクトリーダー、世界を舞台に活躍する人材を育成

理学研究科のM2大学院生１０名程度を募集。書類＆面接により選抜。

海外の連携大学・部局は，当面， アムステルダム大学（NIKHEF研究所）， ウィスコンシン大学， オーストラリア国
立大学， オルセー原子核研究所， カリフォルニア大学（バークレー校）， ソウル大学， ドイツ重イオン研究所， ドイ
ツ電子シンクロトロン研究所， ハワイ大学， ハンプトン大学（ジェファーソン研究所）， プリンストン大学， ポーランド
ヤゲロー大学， マインツ大学， マサチューセッツ工科大学，ワシントン大学， マックスプランク研究所， ミシガン州
立大学，中国科学院理論物理学研究所，欧州合同素粒子原子核研究所， などの宇宙創成物理学国際共同大
学院運営委員会で認める大学・研究機関である．

国際共同指導による博士論文研究（国際講義、高度実験、海外研修などの特別カリキュラム）

RAや給与、海外研修経費などの経済的サポート

http://gp-pu.tohoku.ac.jp



オンライン・シリーズ講演会「天文学の最前線」
主催：東北大学・宇宙地球物理学科・天文学コース（天文学教室）
対象：物理系１～２年生の希望者（事前登録などは必要ありません）
形式：オンライン・リアルタイム配信（Zoom）

第１回 ６月１２日 (金) 17:00～18:30
田中 雅臣：ついに「見えた」重力波天体
秋山 正幸：進化する銀河を「見る」

第２回 ７月３日 (金) 17:00～18:30
當真 賢二：ブラックホールとは何か？
千葉 柾司：ダークマターとは何か？

第３回 ７月２０日 (月) 17:00～18:30
大向 一行：宇宙最初の星とブラックホールの誕生
田中 秀和：系外惑星の誕生を探る
児玉 忠恭：銀河・銀河団の誕生と進化

終了



天文学専攻（１２名）
教授 秋山 正幸 銀河天文学、活動銀河核 （観測・装置開発）

大向 一行 天体形成論、星間物理学 （理論）
兒玉 忠恭 銀河天文学、銀河団 (観測・理論)
田中 秀和 惑星形成論、惑星天文学 （理論）
千葉 柾司 銀河物理学 （理論・観測）

准教授 田中 雅臣 時間軸天文学、超新星、重力波天体 （観測・理論）
富田 賢吾 シミュレーション宇宙物理学、星形成過程 （理論）
服部 誠 宇宙マイクロ背景放射観測実験 （装置・理論・観測）
村山 卓 銀河天文学、活動銀河核 （観測）
李 宇珉 恒星物理学、コンパクト天体 （理論）

助教 板 由房 恒星進化、恒星の質量放出現象 （観測）
吉田 至順 コンパクト天体 （理論）

学際科学フロンティア研究所（２名）
准教授 當真 賢二 高エネルギー天体物理学 （理論）
助教 市川 幸平 活動銀河核 （観測）

JAXA 宇宙科学研究所・連携講座（１名）
教授 山田 亨 銀河天文学 (観測)

教員と研究分野

他に
特任助教：２名

ポスドク研究員：１５名



研究室紹介

















ガスの流入 ガスの流出

形成途上の銀河

楕円銀河

現在の銀河・銀河団

円盤銀河

銀河団

『銀河・銀河団の形成と進化の歴史、
特にその秩序と多様性の起源を、

すばる, アルマ等による最新の観測と
現象論的モデルで解き明かす』

3. 児玉 忠恭 研究室
こだま ただゆき

星形成の加速と減衰
ハロー・質量の集積
AGNとの共進化

形態の獲得, 環境効果

クランプ銀河, 相互作用銀河など

http://mahalo.galaxy.bindcloud.jp
鈴木、Perez Martinez (研究員)、山本 (D1)、Mao、青山 (M2)、
Laishram、安達、大工原 (M1)、Liu (10月から) 【女性・男性】



児玉研究室の研究手法・内容

Ø 遠方銀河・銀河団の大局的な物理特性を探る（マクロ）

v すばるの広視野（撮像・分光）を生かした宇宙大規模構造（銀河団）
と稀な天体（急変中の天体や初期宇宙の巨大天体など）の研究

Ø 遠方銀河の内部構造を解剖(空間分解)する（ミクロ）

v すばる補償光学やアルマ干渉計による、形成途上銀河の高空間分解能
観測（星とガスの分布や力学構造）

Ø 現象論的モデルで起こっている物理過程を理解する
v 銀河のスペクトル進化・化学進化モデルの構築と観測データとの比較

『着眼大局、着手小局』

主焦点超広視野カメラHSC

すばる望遠鏡

アルマ望遠鏡

形成途上銀河

銀河団
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天⽂学を学びたい⽅
宇宙に関わる学問を学びたい⽅

研究者を⽬指す⽅

お待ちしています


